
紹
　
介

細
谷
松
太
著

　
　
『
日
本
労
働
運
動
史
』

　
　
『
労
働
戦
線
の
分
裂
と
統
一
』

（
細
谷
松
太
著
作
集
1
・
耳
）

　
細
谷
松
太
と
言
え
ば
、
戦
前
は
全
協
の
隔
離
者

と
し
て
、
戦
後
は
産
別
民
主
化
運
動
の
中
心
人
物

と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
境
在
は
新
産
別
の
顧
間

と
し
て
労
働
運
動
史
の
研
究
・
執
筆
に
た
ず
さ
わ

っ
て
い
る
。
本
著
作
集
は
第
一
巻
が
『
日
本
労
働

運
動
史
』
、
第
二
巻
が
『
労
働
戦
線
の
分
裂
と
統

一
』
と
題
さ
れ
、
第
一
巻
の
巻
頭
に
収
め
ら
れ
た

「
労
鋤
組
合
運
動
八
○
年
代
の
課
題
」
を
除
き
、

全
て
過
去
の
論
文
等
の
再
録
で
あ
る
。

　
第
一
巻
に
は
、
今
述
べ
た
「
労
働
組
合
運
動
八

○
年
代
の
課
題
」
、
表
題
作
の
「
目
零
労
働
運
動

史
」
と
「
労
働
組
合
罠
主
化
運
動
」
、
そ
れ
に
「
労

働
運
動
史
年
表
」
と
渡
部
徹
氏
の
「
細
谷
松
太
論

－
解
説
に
代
え
て
l
l
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
八
○
年
代
の
課
題
」
で
は
、
筆
者
は
、
黒
本

の
過
去
の
労
働
運
動
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
に
触
れ
、

体
制
的
か
否
か
、
革
命
的
か
否
か
と
い
う
問
題
で

組
合
と
い
う
原
点
を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
、
組
合

の
行
な
う
賃
金
闘
争
自
体
が
そ
の
ま
ま
革
命
的
運

動
と
な
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
、
と
民
同
運
動
以
来

の
、
一
貫
し
た
、
　
「
組
合
の
原
点
」
を
強
調
す
る

立
場
を
竪
持
し
て
い
る
。

　
「
日
本
労
働
運
動
史
」
は
一
九
四
八
、
四
九
年

に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
労
働
運
動
の
勃
興
か
ら

戦
時
下
の
総
同
盟
等
の
解
散
ま
で
を
扱
っ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
版
で
約
二
三
〇
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
も

の
だ
が
、
一
九
一
ゴ
一
年
の
向
上
会
の
分
裂
、
二
六

年
の
東
京
市
電
自
治
会
の
分
裂
、
二
七
年
の
日
本

製
陶
組
合
の
分
裂
や
、
総
同
盟
九
州
連
合
会
の
分

裂
、
さ
ら
に
二
九
年
の
逓
友
同
志
会
の
分
裂
な
ど
、

組
合
の
分
裂
と
統
一
と
い
う
問
題
を
中
心
に
、
中

小
組
合
や
地
方
組
織
、
さ
ら
に
は
国
家
社
会
主
義

労
働
組
合
に
ま
で
目
を
配
っ
た
、
現
在
か
ら
見
て

も
密
度
の
濃
い
運
動
史
で
あ
る
。

　
第
二
巻
に
は
、
表
題
作
の
「
労
働
戦
線
の
分
裂

と
統
一
」
の
他
、
　
「
二
・
一
ス
ト
」
　
「
論
文
集
」

「
人
物
論
」
　
「
産
別
記
」
　
「
民
岡
記
」
　
「
随
想
」

と
、
「
細
谷
松
太
著
作
一
覧
（
主
要
な
も
の
の
み
）
」
、

小
山
泰
蔵
氏
の
「
文
筆
家
と
し
て
の
細
谷
－
解

説
に
代
え
て
一
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
第
二

巻
は
、
第
一
巻
を
〃
タ
テ
マ
エ
”
と
す
る
と
“
本

音
”
、
或
い
は
〃
公
”
に
対
す
る
〃
私
”
の
面
を

蓑
出
し
た
も
の
と
言
え
る
。

　
「
労
働
戦
線
の
分
裂
と
統
一
」
自
体
、
四
六
年

十
二
月
か
ら
四
八
年
三
月
ま
で
の
戦
線
統
一
に
関

す
る
論
文
を
集
め
て
四
九
年
一
月
に
出
版
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
統
一
し
た
論
の
展
開
で
は
な
い
。

そ
れ
だ
け
に
、
執
筆
時
期
と
左
右
へ
の
批
判
の
度

合
の
変
化
が
読
み
と
れ
て
お
も
し
ろ
い
。

　
「
二
・
一
ス
ト
」
　
「
産
劉
記
」
　
「
民
同
記
」
は
、

第
一
巻
の
「
労
働
組
合
民
主
化
運
動
し
で
は
よ
く

わ
か
ら
ぬ
具
体
的
な
、
共
産
党
、
産
別
会
議
、
G

H
Q
等
の
入
物
の
関
係
や
感
情
の
動
き
が
浮
き
彫

り
に
さ
れ
、
当
賭
の
諸
事
情
の
理
解
の
助
け
に
な

る
。
細
谷
と
徳
田
球
一
が
対
立
し
て
行
く
過
程
や

党
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
反
対
す
る
必
要
性
な
ど
、
公

式
的
な
民
主
化
論
で
は
理
解
で
き
な
い
部
分
が
多

い
が
、
筆
者
自
か
ら
「
私
記
」
と
称
す
る
「
産
劉

記
」
等
で
割
合
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
思
う
。

　
「
人
物
論
」
　
「
随
想
」
は
読
み
物
と
し
て
大
変

お
も
し
ろ
く
、
ま
た
、
特
に
、
戦
前
の
社
会
を
知

る
上
で
、
教
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
特
に
印

象
に
残
っ
た
の
は
、
筆
者
が
十
五
歳
で
初
め
て
就

職
し
た
ガ
ラ
ス
工
場
の
悲
惨
な
状
能
心
の
叙
述
（
二

五
九
、
四
七
二
ペ
ー
ジ
）
、
戦
前
、
最
大
十
三
万

人
の
組
合
員
を
擁
し
た
日
本
海
員
組
合
も
、
実
際

は
強
制
的
に
加
入
さ
せ
ら
れ
た
よ
う
な
も
の
で
、
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上口

組
合
員
と
い
う
意
識
が
な
く
、
　
「
水
夫
た
ち
の
だ

れ
も
が
、
組
合
に
入
り
な
が
ら
、
ま
だ
組
合
と
い

う
も
の
を
知
ら
な
か
っ
た
」
　
（
四
八
五
ペ
ー
ジ
）

と
い
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
、
「
大
正
の
初
め
」

の
頃
は
、
　
「
職
工
と
呼
ば
れ
れ
ば
、
い
い
気
持
ち

は
し
な
か
っ
た
」
　
（
四
四
七
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
こ

と
で
、
職
人
は
職
工
を
極
度
に
低
く
見
、
筆
者
の

親
戚
の
左
官
屋
が
紡
績
女
工
を
妻
に
し
た
こ
と
を
、

非
常
に
肩
身
の
狭
い
こ
と
と
思
っ
て
い
た
（
四
四

八
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　
以
上
い
ず
れ
も
過
去
に
さ
ま
ざ
ま
な
雑
誌
に
掲

載
さ
れ
た
も
の
と
は
い
え
、
　
「
著
作
集
」
と
い
う

形
で
ま
と
ま
っ
て
目
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
大
変
あ
り
が
た
い
の
で
あ
る
が
、

二
、
三
残
念
に
思
う
点
が
あ
る
の
で
、
最
後
に
書

き
留
め
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
二
冊
と
い
う
制
約

が
あ
っ
た
た
め
か
わ
か
ら
な
い
が
、
民
同
運
動
初

期
が
中
心
と
な
り
、
総
評
結
成
前
後
に
つ
い
て
の

文
章
が
全
く
な
い
こ
と
、
次
に
、
第
一
巻
の
年
表

は
『
日
本
の
労
働
組
合
運
動
』
か
ら
の
借
用
で
、

細
谷
自
身
の
年
譜
が
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
　
「
日

本
労
働
運
動
史
」
に
若
干
の
誤
植
が
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
以
上
で
あ
る
。

　
　
（
A
5
判
　
第
一
巻
四
九
六
頁
　
第
二
巻
五
工
ハ
頁

　
　
一
九
八
一
年
七
月
鼎
出
版
会
〈
東
邦
謁
版
発
売
〉

　
　
三
五
〇
〇
〇
円
）
（
小
泉
洋
京
都
大
学
大
学
院
生
）
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『
フ
ラ
ン
ス
・

　
　
の
文
明
』

ル
ネ
サ
ン
ス

i
人
間
と
社
会
の
基
本
十
一

　
本
書
は
一
九
二
五
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
ミ
ェ
ー
ル

ー
ズ
で
開
催
さ
れ
た
学
術
講
演
会
に
お
け
る
リ

ュ
シ
ア
ン
・
フ
ェ
ー
ヴ
ル
ピ
償
9
0
口
団
①
＜
び
H
Φ
の

講
演
論
文
ト
湧
㌣
§
。
愚
§
ミ
犠
愚
ミ
砺
織
、
§
馬

亀
ミ
駐
ミ
凡
§
●
卜
＆
　
㌣
ミ
｝
馬
こ
　
肉
§
ミ
鈎
ミ
§

誉
§
粘
ミ
越
㍉
餐
ミ
こ
特
蔑
翁
題
譜
ミ
§
　
の
全
訳

で
あ
る
。
フ
ェ
ー
ヴ
ル
は
僚
友
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ

ク
9
母
。
国
o
o
げ
と
共
に
フ
ラ
ン
ス
歴
史
学
界

に
お
け
る
『
経
済
社
会
史
年
報
』
の
創
刊
者
、
い

わ
ゆ
る
ア
ナ
ー
ル
学
派
の
先
駆
妻
と
し
て
わ
が
国

で
も
近
年
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。
四
章

か
ら
な
る
本
論
文
は
一
九
二
五
年
刊
行
の
学
術
誌

に
分
載
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
六
二
年
の
彼
の
遺
稿

集
に
再
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
訳
書
あ
と
が
き

に
よ
れ
ば
、
本
論
文
が
半
世
紀
以
上
も
経
た
今
日

に
邦
訳
さ
れ
た
理
由
・
意
義
は
二
つ
あ
る
。
第
二

は
、
フ
ラ
ン
ス
ル
ネ
サ
ン
ス
理
解
の
た
め
の
有
益

な
小
論
で
あ
る
こ
と
、
第
二
は
、
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の

そ
の
後
の
輝
か
し
い
業
績
を
支
え
た
歴
史
家
と
し

て
の
方
法
と
態
度
が
こ
こ
に
色
濃
く
投
影
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
イ
タ
リ
ア
に
力
点
が
置

か
れ
す
ぎ
、
潜
過
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
わ
が
国
の

フ
ラ
ン
ス
ル
ネ
サ
ン
ス
研
究
に
格
好
な
手
引
書
と

な
り
、
か
つ
ア
ナ
ー
ル
学
派
の
原
点
と
い
う
べ
き

フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
思
想
を
紹
介
す
る
と
い
う
二
つ
の

意
図
が
こ
の
訳
業
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
フ
ェ
ー
ヴ
ル
が
一
貫
…
し
「
て
．
提
唱
し
て
き
た

「
生
き
た
歴
史
学
」
、
「
全
体
史
」
の
精
神
が
、
フ

ラ
ン
ス
ル
ネ
サ
ン
ス
研
究
と
い
う
舞
台
上
で
展
開

さ
れ
た
も
の
が
本
書
な
の
で
あ
る
。

　
著
者
は
最
初
に
〈
は
し
が
き
〉
で
「
文
明
」
の

概
念
に
言
及
し
な
が
ら
、
初
期
フ
ラ
ン
ス
ル
ネ
サ

ン
ス
社
会
の
「
考
え
方
や
習
俗
の
総
体
」
を
最
も

特
徴
づ
け
た
も
の
と
し
て
三
点
に
澄
算
す
る
。
す

な
わ
ち
、
　
〈
知
の
追
究
〉
、
〈
美
の
追
究
〉
、
〈
聖
な

る
も
の
の
追
究
〉
の
三
点
で
あ
る
。
こ
の
三
点
が

ル
ネ
サ
ン
ス
・
ユ
マ
ニ
ム
ス
・
虐
示
教
改
革
を
生
き

た
ル
ネ
サ
ン
ス
人
の
情
熱
的
営
為
の
要
約
で
あ
る

と
い
う
認
識
の
も
と
に
主
た
る
検
討
の
対
象
と
さ

れ
、
著
者
の
豊
か
な
想
像
力
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
典

型
的
な
形
で
そ
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
映
し
出
さ
れ
て

ゆ
く
。

　
第
一
章
で
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
フ
ラ
ン
ス
人

141 （317）


